
神か
ん
な
づ
き

無
月　
第
６
８
０
号

第
二
宮
・
第
三
宮 

正
遷
座
祭

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

神
宮
神
宝
よ
り
紐
解
く

神
宝
館
だ
よ
り
・
お
知
ら
せ

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・24５677

　
目
　
次

沖
津
宮
の
御
分
霊
を

祀
る
第
二
宮
・
中
津
宮
の
御
分
霊
を
祀
る

第
三
宮
の
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
四
十
二
年

ぶ
り
と
な
る
社
殿
の
修
復
を
行
い
、
半
年

振
り
に
二
宮
そ
れ
ぞ
れ
に
お
戻
り
に
な
っ
た

▼
こ
の
修
復
に
は
伊
勢
の
神
宮
よ
り
下
賜

い
た
だ
い
た
御
用
材
を
使
用
し
て
い
る
。

遷
宮
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
社
殿
は
御
用

材
と
し
て
神
宮
の
宇
治
橋
や
鳥
居
、全
国

の
神
社
に
下
賜
さ
れ
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い

る
▼
遷
宮
は
自
然
の
循
環
に
も
配
慮
し
、ま

た
技
術
の
継
承
と
い
う
性
格
を
も
含
ん
で

い
る
。
自
然
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
は
、鎮

守
の
森
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
▼
現
在
、世

界
文
化
遺
産
登
録
に
よ
り
発
信
力
が
高
ま

る
な
か
、「
鎮
守
の
杜
」を
海
ま
で
拡
げ
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。宗
像
国
際
環
境

１
０
０
人
会
議
で
あ
る
▼
こ
の
環
境
に
関
す

る
国
際
的
な
会
議
を
四
年
連
続
で
行
い「
海

の
鎮
守
の
杜
構
想
」を
進
め
て
い
る
。
こ
の

会
議
に
よっ
て「
海
の
環
境
」に
対
す
る
個
々

の
価
値
観
の
転
換
を
促
し
て
い
る
▼
環
境

と
神
社
・・・
一
見
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
な
い
両
者
だ
が
実
は
様
々
な
循
環
系

の
な
か
で
繋
が
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
な
か
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。（
黒
）
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第二宮・第三宮 正遷座祭

第
二
宮
・
第
三
宮
　
遷
座
祭
　
諸
前
儀
　

平
成
二
十
九
年

九
月 

五 

日 

午
前
十
時 

洗
清
の
儀（
浄
衣
）

九
月
十
三
日 

午
前
十
一
時 

御
飾
の
儀（
浄
衣
）

九
月
十
三
日 

午
後
一
時 

新 

殿 

祭（
浄
衣
）

九
月
十
三
日 

午
後
三
時 

清
祓
の
儀（
浄
衣
）

九
月
十
四
日 

午
後
二
時 

神
宝
読
合（
浄
衣
）

九
月
十
四
日 

午
後
五
時 

川
原
大
祓（
斎
服
）

第
二
宮
・
第
三
宮
　
正
遷
座
祭
　
式
次
第

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
、宮
司
以
下
祭
員
参
進

　（
是
よ
り
先 

手
水
の
儀
あ
り
）

宮
司
以
下
祭
員
祓
舎
に
著
く

修
祓

こ
れ
よ
り
仮
殿（
辺
津
宮
）

宮
司
以
下
祭
員 

渡
・
拝
殿
所
定
の
座
に
著
く

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

宮
司
第
二
殿（
第
三
殿
）の

御
扉
を
開
き
畢
り
て
側
に
候
す

　（
此
の
間
　
奏
楽
・
警
蹕
、諸
員
平
伏
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
　
諸
員
平
伏
）

宮
司
殿
内
に
参
入
し
諸
員
各
其
の
位
置
に
列
立
す

奉
遷（
此
の
間
警
蹕
）

出
御（
此
の
間
　
奏
楽
・
警
蹕
）

こ
れ
よ
り
第
二
宮
　

入
御（
此
の
間
　
奏
楽
・
警
蹕
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

　（
こ
の
間
奏
楽
　
警
蹕
　
諸
員
磬
折
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

こ
れ
よ
り
第
三
宮
　

入
御（
此
の
間
　
奏
楽
・
警
蹕
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

宮
司
御
扉
を
閉
じ
畢
り
て
本
座
に
復
す

　（
こ
の
間
奏
楽
　
警
蹕
　
諸
員
磬
折
）

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
ふ
）

参
列
者
一
同
拝
礼

各
退
出
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第
二
宮
・
第
三
宮 

正
遷
座
祭
斎
行

第二宮・第三宮 正遷座祭

九
月
十
五
日
第
二
宮
・
第
三
宮
の
御
祭
神
が
、仮
殿
と

し
て
い
た
辺
津
宮
本
殿
よ
り
修
復
を
終
え
た
両
宮
へ
と
遷

御
さ
れ
た
。

第
二
宮
は
田
心
姫
神
、第
三
宮
は
湍
津
姫
神
を
お
祀
り

し
て
お
り
、
両
宮
共
に
本
殿
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
第

六
十
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
後
、皇
大
神
宮
別
宮
で
あ
る
伊

佐
奈
岐
宮
、伊
佐
奈
弥
宮
の
古
殿
を
御
下
賜
い
た
だ
き
、

同
五
十
年
に
建
設
さ
れ
た
。そ
れ
か
ら
四
十
年
余
が
経
過

し
各
所
に
傷
み
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
為
、こ

の
度
、「
平
成
ノ
大
造
営
」事
業
の
一
環
と
し
て
修
復
を
行

な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月
一
日
に
仮
殿
遷
座
祭
終
了
後
、

八
月
末
迄
の
約
半
年
を
か
け
て
屋
根
の
葺
替
、腐
朽
し
た

第
二
宮
・
第
三
宮
　
奉
祝
祭
　
式
次
第
　

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す

時
刻
、宮
司
以
下
祭
員
参
進

　（
是
よ
り
先 

手
水
の
儀
あ
り
）

宮
司
以
下
祭
員
祓
舎
に
著
く

修
祓

宮
司
以
下
祭
員
参
進
　

第
二
宮（
第
三
宮
）幄
舎
所
定
の
座
に
著
く

宮
司
一
拝（
諸
員
之
に
倣
う
）

神
饌
を
供
す（
此
の
間
　
奏
楽
）

宮
司
祝
詞
を
奏
す（
此
の
間
　
諸
員
磬
折
）

宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼（
祭
員
列
拝
）

神
饌
を
徹
す

　（
こ
の
間
奏
楽
　
警
蹕
諸
員
磬
折
）

宮
司
一
拝（
諸
員
こ
れ
に
倣
う
）

※
　
引
き
続
き
第
三
宮
奉
祝
祭
斎
行

　（
次
第
は
第
二
宮
奉
祝
祭
次
第
に
順
ず
る
）

奉
祝
行
事
　
神
楽
　
悠
久
舞
奉
奏

参
列
員
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

　（
参
列
員
列
拝
）

各
退
出

木
材
部
分
の
取
替
え
等
が
な
さ
れ
、四
十
二
年
振
り
に
瑞
々

し
く
整
え
ら
れ
た
。

祭
典
当
日
、台
風
十
八
号
の
接
近
に
よ
る
影
響
が
心
配

さ
れ
た
が
、雨
風
吹
き
荒
れ
る
こ
と
な
く
、神
職
・
当
社

氏
子
青
年
会
々
員
四
十
名
余
の
奉
仕
の
も
と
、午
後
八
時
、

「
御
」は
浄
闇
の
な
か
遷
御
さ
れ
た
。
翌
十
六
日
は
、雨
天

と
な
る
も
、遷
座
後
、初
め
て
の
神
饌
を
供
え
て
の
奉
祝

祭
を
執
り
行
い
、諸
前
儀
を
含
め
五
日
か
ら
始
ま
っ
た
遷

座
祭
一
連
の
祭
儀
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
五
日
遷
座
終
了
後
、祭
典
の
片
付
け
を
全
て
終
え
た

午
後
九
時
半
、激
し
い
雨
が
降
り
出
し
た
。
ま
さ
に
神
の

存
在
、神
威
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
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全国豊かな海づくり大会

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
式
典
、海
女
発
祥
の
地
・
鐘
崎

で
歓
迎
、放
流
行
な
わ
れ
る
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
は
魚
食
国
で
あ
る
日

本
人
の
食
卓
に
、安
全
で
美
味
し
い
水
産
食
料
を
届

け
る
た
め
に
、水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
と
海
や
湖

沼
・
河
川
の
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に
訴

え
る
と
と
も
に
、つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推
進
を
通

じ
て
、明
日
の
わ
が
国
漁
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、昭
和
五
十
六
年
に
第
一
回
大

会
が
大
分
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、毎
年
各
地
で
行

な
わ
れ
て
い
る
。
三
十
七
回
目
を
迎
え
る
本
年
は
福

岡
県
が
開
催
地
と
な
り
、主
会
場
が
宗
像
市
と
な
っ

て
い
る
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
て
は
大
会
式
典

に
ご
臨
席
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

植
樹
祭
・
国
民
体
育
大
会
と
並
び「
三
大
行
幸
啓
」の

一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

福
岡
大
会
は「
育
も
う
海
人  

地
域  

み
ん
な
の

未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
十
月
二
十
八
日
・

二
十
九
日
に
宗
像
市
の
ほ
か
県
内
各
所
で
関
連
行
事

が
行
わ
れ
る
。

宗
像
市
で
は
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
が
式
典
会
場
と
な

る
。
地
元
小
学
生
や
水
産
高
校
生
に
よ
る
海
の
環
境

保
全
活
動
の
発
表
が
行
な
わ
れ
、放
流
行
事
の
会
場

と
な
っ
て
い
る
鐘
崎
漁
港
で
は
、稚
魚
の
放
流
の
ほ
か
、

漁
業
従
事
者
に
よ
る
漁
船
で
の
海
上
パ
レ
ー
ド
な
ど

が
行
わ
れ
る
。

第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
福
岡
大
会

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
八
・
二
十
九
日

鐘崎は海女発祥の地

放流行事

海でのゴミ拾い活動
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神宮神宝より紐解く

前
回
は
装
束
神
宝
の「
装
束
」の
種
類
と
そ
の
内

訳
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は「
神
宝
」に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

神
宝
は
神
々
の
御
用
に
供
す
る
調
度
の
品
々
で
、

こ
れ
ら
も
次
の
よ
う
に
六
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

一
、紡
績
具
・
紡
織
具  

五
三
点

 

金
・
銀
銅
御

た
た
り

九
基
　
金
・
銀
銅
御
桛か

せ
ひ

九
枚

 

金
・
銀
銅
御
麻お

笥け

九
口
　
金
・
銀
銅
御
鏄つ

み

三
枚

 

御
三
基
　
御
桛
三
枚
　
御
麻
笥
三
口  

 

御
鏄
三
枚
　
御
篗わ

く

四
枚
　
御
木お

絡か

　け

四
基
　

 

御
高た

か

機は
た

一
具
　
金
銅
御
高
機
二
具

二
、武
器
・
武
具  

三
八
〇
点

 

御
弓
五
九
張
　
御
靭ゆ

ぎ

一
〇
三
腰  

 

御
胡や

な

籙ぐ
い

一
一
腰
　
御
矢
八
束  

 

御
鞆と

も

二
九
枚
　
御
太
刀
六
〇
柄  

 

御
鉾ほ

こ

五
五
竿
　
御
楯た

て

五
五
枚

三
、馬
具  

九
点

 

御
鞍
三
具
　
御
彫え

り

馬う
ま

六
匹

四
、楽
器  

二
点

 

御
琴
二
面

五
、文
具  

八
点

 

御
硯す

ず
り

八
面

六
、こ
の
ほ
か
の
日
常
具  

三
九
点

 

御
鏡
五
面
　
御
玉
一
顆  

 

五
色
御
玉
二
連
　
御
荒
筥
二
合  

 

御
冠
一
具
　
御
笏し

ゃ
く

一
握
　

 

御
檜ひ

お
う
ぎ扇

一
柄
　
御
玉ぎ

ょ
く

佩は
い

筥ば
こ

二
合
　

 

御
脇き

ょ
う

息そ
く

一
脚
　
御
牀し

ょ
う
ぎ几

・
呉ご

し
ょ
う床

二
具  

 

御
小
刀
二
柄
　
御
鈴
八
口  

 
御
香こ

う

爐ろ

一
枚
　
御
香こ

う

箸ば
し

一
雙
　

 

御
火
桶
二
口
　
御
大お

お

笥け

七
口

こ
れ
ら
の
品
目
に
も
装
束
と
同
様
に
御
太
刀
を
佩

く
平
緖
や
鮒
形
、太
刀
袋
、ま
た
御
玉
を
納
め
る
玉

筥
な
ど
、神
宝
の
附
属
御
料
が
皇
大
神
宮
で
一
〇
五

点
、豊
受
大
神
宮
で
四
三
点
、皇
大
神
宮
の
別
宮
で

一
三
三
点
、豊
受
大
神
宮
の
別
宮
で
四
〇
点
、合
計

三
二
一
点
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ら
に
前
回
記
載
の
装

束
の
附
属
御
料
を
合
わ
せ
る
と
合
計
で
五
九
八
点
と

な
り
、先
に
も
記
し
た
と
同
様
に
こ
れ
ら
も
装
束
神

宝
の
定
数
の
中
に
包
含
さ
れ
ま
す
。

神
宝
は
こ
の
よ
う
に
大
別
し
て
六
種
類
に
分
類
さ

れ
ま
す
が
、そ
の
附
属
御
料
も
含
め
い
ず
れ
の
形
状

に
も
、神
々
の
御
料
に
相
応
し
い
高
位
の
品
格
を
示

す
加
飾
が
仕
様
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
様

上
に
定
め
ら
れ
る
技
術
が
、現
在
の
神
宝
製
作
に
携

わ
る
職
匠
の
技
巧
力
を
更
に
上
へ
と
押
し
上
げ
ま
す
。

３

元
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
　
釆
野
　
武
朗

神
宮
神
宝
よ
り

紐
解
く

御
玉（
倭
姫
宮
神
宝
）

神
宮
司
庁
提
供



10
月
29
日（
日
）特
別
参
拝
に
よ
り

左
記
の
通
り
規
制
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

規
制
内
容
・
時
間【
10
月
29
日
】

参
拝
規
制
の
お
知
ら
せ

〇
神
門
閉
鎖（
本
殿
）
…
…	

13
時
～
16
時
30
分

〇
境
内
立
入
規
制	

…
…
…	

14
時
～
16
時
30
分

　
※
参
拝
は
祈
願
殿
で
お
願
い
し
ま
す
。

〇
神
宝
館	

…
…
…
…
…
…	

13
時
閉
館

（
最
終
入
館
12
時
）

〇
第
2
駐
車
場	

…
…
…
…	

終
日
閉
鎖

〇
第
3
駐
車
場	

…
…
…
…	

関
係
車
両
の
み

6

平
成
二
十
二
年
、当
大
社
の
協
力
の
も
と
宗
像
市

が
主
体
と
な
り
、
大
島
の
最
高
峰
御み

嶽た
け

山さ
ん（
標
高

二
二
四
ｍ
）山
頂
に
あ
る
大
島
御
嶽
山
遺
跡
の
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
宗
像
市
神こ

う
の

湊み
な
とか

ら
北
西
十
一
㎞
沖

合
の
大
島
に
は
、南
側
の
港
近
く
、御
嶽
山
東
麓
に

中
津
宮
が
鎮
座
す
る
。
同
宮
境
内
の
裏
か
ら
山
頂
へ

と
参
道
が
の
び
て
い
て
、山
頂
に
鎮
座
す
る
中
世
由

来
の
同
宮
摂
社
御
嶽
神
社
に
隣
接
し
て
祭
祀
遺
跡
は

存
在
す
る
。

沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
に
つ
い
て
、第
三
次
調
査
報
告

書『
宗
像
沖
ノ
島
』で
は
、奉
献
品
の
内
容
と
出
土
状

況
、遺
跡
の
立
地
を
細
か
く
整
理
、分
析
し
て
、岩

上
祭
祀
→
岩
陰
祭
祀
→
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
→

露
天
祭
祀
の
四
段
階
の
変
遷
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、遺
跡
の
学
術
的
意
義
を
判
断
、理
解
す
る
際
や
、

遺
跡
の
性
格
や
変
容
な
ど
を
検
討
す
る
場
合
の
基
本

と
な
っ
て
い
る
。

御
嶽
山
遺
跡
の
調
査
で
は
、頂
上
の
高
ま
り
の
縁

辺
で
、
丸
底
の
須
恵
器
大
甕
を
安
置
す
る
た
め
に
、

地
面
を
掘
り
窪
め
て
大
甕
を
据
え
置
い
た
状
況
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
は
沖
ノ
島
祭
祀
の
四
段
階
の

変
遷
に
当
て
は
め
れ
ば
、半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
の

段
階
に
あ
た
る
五
号
遺
跡
の
露
天
部
分
で
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
露
天
で
の
祭
祀
行
為
を
示
す
。
ま
た
、

遺
跡
か
ら
は
金
属
製
雛ひ

な

形が
た

品ひ
ん（

武
器
・
円
板
・
容
器
・

神
宝
館
だ
よ
り
７

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・お知らせ

琴
状
品
・
鐸
状
品
）、奈
良
三
彩
小
壺
、八
稜
鏡
、滑か

っ

石せ
き

製
形か

た

代し
ろ（
人ひ

と

形が
た

・
馬う

ま

形が
た

・
舟ふ

な

形が
た

）、
土
器
な
ど
、
沖

ノ
島
祭
祀
の
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀
、露
天
祭
祀
の

段
階
の
奉
献
品
と
共
通
す
る
も
の
が
出
土
し
た
。
時

期
が
判
る
出
土
品
か
ら
み
る
と
、七
世
紀
末
～
十
世

紀
初
頭
の
時
期
、つ
ま
り
、
半
岩
陰
・
半
露
天
祭
祀

段
階
に
始
ま
り
露
天
祭
祀
段
階
を
主
体
と
す
る
、沖

ノ
島
の
国
家
祭
祀
に
密
接
に
連
動
し
て
営
ま
れ
た
祭

祀
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。	

（
福
）

滑石製形代



球
磨
川
に
朝さ

霧ぎ
り
深
く
立
ち
込
め
て
川
縁べ
り
散
歩
八
十
路
の
夫め
お
と婦	

秋
吉　
嘉
範

幸
せ
な
景
。
八
十
代
の
ご
夫
婦
が
作
者
な
ら
〈
わ
れ
ら
〉
に
。
二
句
の
ル
ビ
は
不
要
、
四
句
〈
散
歩
す
〉。

青
々
と
庭
の
薄
は
高
く
伸
び
風
の
吹
く
ま
ま
大
揺
れ
小
揺
れ	

大
和
美
由
紀

結
句
が
魅
力
的
。
上
下
句
を
入
れ
替
え
〈
吹
く
風
に
大
揺
れ
小
揺
れ
す
青
々
と
高
く
伸
び
た
る
庭
の
薄
は
〉。

大
樹
な
る
桜
が
風
に
大
ゆ
れ
し
枝
を
移
ら
ん
蝉
の
飛
び
た
つ	

佐
々
木
和
彦

一
瞬
を
よ
く
見
て
い
る
。
強
風
に
驚
い
た
蟬
が
安
全
な
場
所
へ
移
る
の
だ
ろ
う
。
四
句
〈
～
を
移
る
と
〉。

末
の
子
が
家
を
継
ぎ
し
を
見
届
け
て
も
み
じ
苑
に
わ
れ
は
入
所
す	

豊
田
ミ
ツ
子

上
・
下
句
を
入
れ
替
え
〈
も
み
じ
苑
に
～
末
の
子
が
～
見
届
け
し
の
ち
〉。
作
者
の
意
が
鮮
明
に
な
る
。

小
鮒
な
ど
採
り
つ
つ
仰
い
で
ゐ
た
丘
が
世
界
の
丘
だ
奴
山
古
墳
群	

山
﨑　
公
俊

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
古
墳
群
を
感
慨
を
持
っ
て
見
上
げ
る
作
者
。
四
句
〈
世
界
遺
産
だ
〉
と
。

名
を
知
り
て
せ
が
む
娘
の
待
ち
わ
び
る
蛍
袋
は
蛍
の
里
へ	

早
川　
祥
三

蛍
袋
の
花
に
惹
か
れ
た
子
と
父
の
情
愛
。
結
句
は
〈
蛍
の
里
で
〉
と
助
詞
を
変
え
た
い
。

ハ
ン
ガ
ー
に
干
さ
れ
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
三
枚
は
風
吹
く
た
び
に
肩
ふ
れ
合
わ
す	

萩
原　
　
勉

三
人
の
仲
の
良
い
友
の
よ
う
な
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
楽
し
い
。
初
句
は
〈
ハ
ン
ガ
ー
で
〉
で
も
。

三
姉
妹
そ
ろ
っ
て
こ
そ
の
護
り
な
り
我
が
宗ふ
る
さ
と像
よ
わ
だ
つ
み
の
く
に	

浅
川　
紀
野

宗
像
賛
歌
。
初
句
は
〈
三
女
神
〉、
三・四
句
ル
ビ
を
は
ず
し
〈
宗
像
な
り
わ
が
ふ
る
さ
と
の
〉
と
。

若
き
ら
に
負
け
じ
と
歩
み
つ
づ
け
し
が
は
や
街
路
樹
の
木
陰
に
憩
ふ	

池
浦
千
鶴
子

若
者
に
ま
だ
負
け
た
く
な
い
作
者
。
三
句
以
下
〈
来
た
れ
ど
も
街
路
樹
の
か
げ
に
し
ば
し
を
憩
ふ
〉。

家
壁
に
し
が
み
付
く
ご
と
空
蝉
の
生
き
抜
き
し
も
の
の
証
ぞ
見
ゆ
る	

森　
　
龍
子

蝉
の
命
を
見
た
作
者
。
二
句
以
下
〈
～
ご
と
し
生
き
抜
き
て
羽
化
せ
し
証
蝉
の
ぬ
け
が
ら
〉
と
。

日
曜
の
川
辺
釣
り
人
見
か
け
れ
ば
橋
に
佇た
た
ずみ
亡
き
父
探
す	
本
田
エ
リ
ナ

釣
り
好
き
だ
っ
た
父
を
恋
う
作
者
。
二
句
〈
川
辺
に
～
〉
結
句
〈
亡
き
父
思
う
〉
く
ら
い
に
。

エ
ゴ
の
花
散
ら
ば
る
陰
に
よ
け
て
立
つ
登
る
人
等
の
汗
ふ
く
と
こ
ろ	

吉
崎
美
沙
子

エ
ゴ
の
花
が
咲
く
の
は
六
月
、
爽
や
か
な
山
の
歌
。
三
句
〈
道
よ
け
る
〉
で
は
い
か
が
。

陸
風
の
渚
尾
を
引
く
夜
光
虫

早
川　
祥
三

で
き
た
て
の
歌
は
す
ぐ
さ
ま
溶
け
る
か
ら

急
ぎ
凍
ら
す
記
憶
の
庫
で

脱
皮
し
て
や
が
て
羽
化
す
る
や
う
な
生

信
じ
て
い
た
り
十
二
の
わ
れ
は

◆ 

選 

者 

詠
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歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
４
回

第
６
４
７
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
八
月
） （
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

古
賀
市	

萩
原　
　
実

福
岡
市	

大
江　
光
男

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

豊
島
区	

福
島
サ
ト
子

福
岡
市	

大
江　
光
男

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

宮
若
市	

鶯　
愛　
会

三
〇
、〇
〇
〇
円

池
田
市	

上
羽	

宏
・
薫

福
岡
市	

是
枝　
周
樹

二
〇
、〇
〇
〇
円

福
岡
市	

平
田
喜
代
美

一
〇
、〇
〇
〇
円

新
宿
区　
　
中
島	

一
夫
・
ま
ゆ
み

新
宿
区	

草
場　
秀
昭

草
加
市	

大
久
保
雄
司

所
沢
市	

土
山　
祐
美

長
久
手
市	

口
野　
大
介

奈
良
市	

加
藤　
真
義

練
馬
区	

髙
橋　
浩
昭

宗
像
市	

金
橋　
邦
勝

五
、〇
〇
〇
円

市
原
市	

安
藤
由
喜
子

今
治
市	

武
田　
明
敏

宇
部
市	

三
野　
勝
司

遠
賀
郡	

安
達　
規
子

鹿
児
島
市	

江
口
竜
二
郎

鹿
児
島
市	

熊
野　
純
泰

川
崎
市	

吉
川　
俊
雄

川
崎
市	

柿
本　
広
大

川
崎
市	

中
谷　
康
司

北
九
州
市	

佐
野　
昌
子

北
九
州
市	

木
原　
和
子

北
九
州
市	

田
中　
義
勇

呉　
市	

上
條　
増
德

古
賀
市	

本
多　
秀
平

静
岡
市	

池
田　
信
枝

世
田
谷
区	

広
瀬　
朋
子

調
布
市　
　
　
井
上	

ア
ン
・
菜
々

鳥
取
市	

髙
取
ま
ゆ
み

長
崎
市	

小
坂　
明
弘

長
崎
市	

坂
上　
径
輔

浜
松
市	

渡
辺
浩
太
郎

福
岡
市	

濱
本
慶
二
郎

船
橋
市	

坂
井　
公
則

前
橋
市	

渡
辺
富
美
子

宮
崎
市	

畑
中
美
智
子

横
浜
市	

古
堀
太
佳
志

三
、〇
〇
〇
円

出
水
市　
川
本
富
次
郎
・
川
本
秋
夫
・
宗
像
チ
エ

市
川
市	

鷲
頭　
竜
彦

大
阪
市	

福
地　
昭
義

岐
阜
市	

林　
　
和
志

高
島
市	

松
本　
　
誠

宗
像
市	

藤
島
登
志
男

二
、二
〇
〇
円

福
岡
市	

荒
牧　
英
敏

福
岡
市	

黒
葛
川
雅
広

二
、〇
〇
〇
円

相
生
市	

川
上　
伸
二

朝
倉
市	

永
野　
勘
十

大
分
市	

秦
野　
克
彦

大
田
区	

金
箱　
純
子

嘉
穂
郡　
吉
貝
利
喜
・
浩
美
・
龍
哉
・
威
芙
紀

川
崎
市	

浦
瀬　
哲
史

北
九
州
市	

島
津
瑞
穂
子

北
九
州
市	

秋
吉　
　
幸

京
都
市	

飯
田　
　
卓

熊
本
市	

桑
田　
美
咲

久
留
米
市	

廣
瀬	

進
・
容
子

古
賀
市	

寺
田　
千
春

さ
い
た
ま
市	

中
村　
　
聡

山
陽
小
野
田
市　
源	

尊
弘（
牧	

貴
弘
）

品
川
区	

宗
像　
慶
輔

周
南
市	

磯
野　
芳
毅

大
東
市	

竹
田　
律
子

宝
塚
市	

小
塩　
光
枝

宝
塚
市	

村
山　
雅
子

名
古
屋
市	

阿
部　
優
子

新
潟
市	

田
邊　
聡
子

練
馬
区	

茂
藤　
武
弥

広
島
市	

松
本　
紀
子

福
岡
市	

前
田　
美
基

福
岡
市	

幸
谷　
義
則

牧
之
原
市	

山
内　
憲
司

横
浜
市	

渡
邉　
匡
一
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日
中
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続

き
ま
す
が
、朝
晩
は
幾
分
涼
し
く
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
最
近
季
節
が
ま
た
一
つ
進
ん
だ
よ
う
に
感

じ
る
▼
秋
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
の
時
間
が

四
季
の
な
か
で
も
一
番
短
い
季
節
で
あ
る
。
そ

こ
か
ら
秋
の
夜
長
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
い

る
▼
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
９
月
は
秋
と
い
え

る
よ
う
な
気
候
で
は
な
か
っ
た
が
、
ゆ
っ
く
り

と
し
た
時
間
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
秋
の
夜

長
・
・
・
▼
こ
の
ス
ロ
ー
な
時
間
を
有
意
義
に

過
ご
し
、
こ
れ
か
ら
来
る
秋
冬
の
神
明
奉
仕
の

英
気
を
養
い
た
い
と
思
う
。	

（
黒
）

編
集
後
記

10月 まつりごよみ
────────────────────────────

１日	 みあれ祭・辺津宮入御祭
────────────────────
２日	 例祭	 午前11時
────────────────────
３日	 秋季総社祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭、
	 　　　		宗像護国神社秋季大祭
	 南坊流献茶祭	 午後２時
	 高宮神奈備祭	 午後６時
────────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き		高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
17日	 表千家献茶祭	 午前11時
────────────────────
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